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適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
夫
の
洪
庵
を
よ
く
支
え
、我
が
子
だ
け
で
な
く
塾
生
に

も
慕
わ
れ
た
八
重
は
、良
妻
賢
母
の
か
が
み
と
さ
れ
て
い
ま

す
。西
南
戦
争
の
惨
状
に
心
を
痛
め
た
佐
野
常
民
は
、敵

味
方
の
区
別
な
く
救
護
す

る
博
愛
社（
日
本
赤
十
字

社
）を
設
立
し
ま
し
た
。他

者
愛
に
貫
か
れ
た
二
人
の

生
涯
を
、適
塾
記
念
セ
ン
タ

ー
所
蔵
資
料
を
中
心
に
振

り
返
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・

大
阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物

お
よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係

史
の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見

学
会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示「
シ
リ
ー
ズ
生
誕
2
0
0
年
記
念
〜
そ
の
弐

　
緒
方
八
重
と
佐
野
常
民
」（
於 
適
塾
・
5
／
31
〜
6
／
12
）

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
に
！

適
塾
見
学
会（
年
2
回
、前
ペ
ー
ジ
参
照
）の
無
料
参
加
が

可
能
に
！

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け（
ご
希
望
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
）！ 

投
稿
資
格
も
あ
り
！

『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵
　

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
新
版 

緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵

葉
書
が
1
割
引
き
に
！

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
普
通
会
員
　
年
間
1
口
　
　
2,
0
0
0
円

　
　
　
　
　
賛
助
会
員
　
年
間
1
口
　
1
0,
0
0
0
円

い
ず
れ
も
複
数
年
・
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

普
通
会
員
5
年
間（
1
万
円
）が
お
ス
ヽ
メ
！

会
費

会
員
特
典

◎
適
塾
講
座「
洪
庵
の
取
り
組
ん
だ
薬
学

　
―
そ
の
発
展
」（
於 

光
世
証
券
本
社
）

【
令
和
四
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
】

辻
野
博
文（
博
）「
西
洋
薬
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
　
タ
ン
パ
ク
質
研
究
」

（
9
／
29
）

河
原
一
樹（
薬
）「
細
菌

感
染
症
　
緒
方
洪
庵
の

時
代
か
ら
現
在
」（
10
／
27
）

吉
岡
靖
雄（
O
T
R
I
）

「
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
過

去
・
現
在
・
未
来
」（
11
／
24
）

2023年5月1日発行

特
典
①

特
典
②

特
典
③

　特
典
④

　特
典
⑤

　特
典
⑥



参
加
者
の

声

　
　
見
立
て
と
気
づ
き
を

　
戴
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
夏
季
）

　
普
段
、
何
げ
な
く
通
っ
て
い
た

場
所
を
改
め
て
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ

　
ン
ト
に
こ
ん
な
見
所
が
あ
っ

　
　
た
ん
で
す
ね
。（
秋
季
）

生
没　

文
政
六
年
〜
明
治
一
五
年
年（
1
8
2
3
〜
1
8
8
2
）

出
身　

播
磨
国
加
東
郡
小
梨
村（
兵
庫
県
加
東
市
木
梨
）

業
績　

砲
台
築
造
軌
範（
年
不
詳
）

村
上
代
三
郎

　

適
塾
の
門
人
帳「
姓
名
録
」に
四
番
目
に
署
名
し
た
初
期
の
塾

生
。
村
上
家
は
木
梨
村
に
医
院
兼
学
塾
を
開
き
、
三
草
藩
医
の

父
・
良
八
に
は
、
坪
井
信
道
の
下
で
緒
方
洪
庵
と
同
門
だ
っ
た
蘭
学

者
・
川
本
幸
民（
1
8
1
0-

7
1
）が
師
事
し
た
。
代
三
郎
は
天
保

11
年（
1
8
4
0
）か
ら
在
塾
し
、
嘉
永
2
年（
1
8
4
9
）に
は
西
洋

医
学
の
研
鑽
の
た
め
江
戸
で
伊
東
玄
朴
に
学
ん
だ
。
し
か
し
次
第

に
西
洋
兵
学
への
関
心
を
深
め
、
翌
年
に
は
砲
術
家
で
韮
山
代
官

の
江
川
英
龍（
坦
庵
）（
1
8
0
1-

5
5
）の
客
分
と
な
り
、
西
洋
基

礎
学
の
教
授
、
新
技
術
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
そ
の
後
、
母
の
病

気
の
た
め
帰
郷
し
た
が
、
安
政
4
年（
1
8
5
7
）に
は
幕
府
か
ら
講

武
所
の
師
範
に
招
へい
さ
れ
、
西
洋
兵
学
を
教
授
し
た
。
講
武
所

と
は
、
ペ
リ
ー
来
航
を
機
に
幕
府
が
安
政
元
年
に
開
い
た
武
術
練

習
所
で
、
洋
式
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
翌
年
に
は
眼
病
を
患
い
、

帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
浜
松
藩
や
和
歌
山
藩
が

彼
の
知
見
を
求
め
、
江
藤
新
平（
1
8
3
4-

7
4
）が
師
事
す
る
な

ど
、
当
時
は
高
名
な
兵
学
者
で
あ
っ
た
。

「
只
士
風
を
起
し
、兵
器
を
制
し
、操
練
を
演
べ
、兵
書

を
講
じ
、人
才
を
引
立
候
よ
り
外
ハ
無
之
奉
存
候
」

（
村
上
代
三
郎〔
浜
松
藩
宛
建
白
書
〕（
西
洋
兵
学
取
立
の
義
に
付
下
書
） 1
8
5
9
）

　

適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵（
1
8
1
0-

6
3
）が
天
保
９
年

（
1
8
3
8
）、
大
坂
に
開
い
た
蘭
学
塾
で
す
。
全
国
か
ら
千
名
に

も
上
る
塾
生
を
集
め
、大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・
長
与
専
斎
を

は
じ
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

北
浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一
の
蘭
学
塾
遺
構
と
し
て
、

ま
た
近
世
大
坂
を
代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、昭
和

16
年（
1
9
4
1
）に
国
史
跡
、
同
39
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
同
55
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る

適
塾
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

其
ノ
七

其
ノ
七

日・英・中・韓の4カ国語を選択できる音声ガイドを用意しています。（無料）
海外からの研究者や留学生など、お客様の案内にも最適です。荷物を預けて快適に見学できます。

　
江
戸
時
代
、
商
家
や
旅
館
の
玄
関
付
近
に
は
、
帳
場
と
呼

ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
主
人
や
番
頭
が
帳
簿

を
つ
け
た
り
、
会
計
勘
定
を
し
て
い
ま
し
た
。
元
は
豪
商
の

天
王
寺
屋
の
町
家
だ
っ
た
適
塾
の
玄
関
部
屋
に
は
、
そ
の
よ

う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

町
家
の
帳
場

　
適
塾
と
な
っ
て
か
ら
は
、
玄
関
に
は
外
部
か
ら
の
連
絡
を

取
り
次
ぐ
塾
生
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
あ
る
時
、
玄

関
取
次
の
塾
生
が
手
塚
良
庵（
手
塚
治
虫
の
曾
祖
父
）宛
の
手

紙
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
差
出
人
は
新
地
の
遊
女
ら
し
く
、

良
庵
は
こ
ら
え
き
れ
ず
遊
郭
へ
向
か
い
ま
す
。

手
塚
治
虫
の
先
祖
に
遊
女
か
ら
手
紙
？

そ
れ
は
ニ
セ
手
紙
だ
っ
た
！

【最寄り駅】京阪淀屋橋駅・北浜駅、 
　　　　　 大阪メトロ淀屋橋駅下車 徒歩5分
【開館時間】午前10時～午後４時
【休 館 日】月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）
【参 観 料】一般  270円
　　　　　 高校・大学生等  140円
　　　　　 中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！
　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

兵
学
者　

講
武
所
師
範

特任研究員M▶『緒方洪庵全集』三巻(上)が刊行されました。洪庵の著作、和歌、漢詩などを収録しました。　　特任研究員S▶適塾門下生に京都のお公家さんがいることに気がつきました。入門帳に官職名を記名しているあたりはさすがといったところです。
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佐賀藩
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自由亭跡自由亭跡

小楠公
義戦之跡碑
小楠公

義戦之跡碑

日本銀行
大阪支店
日本銀行
大阪支店

村上代三郎墓（加東市）

　
実
は
こ
の
手
紙
、
福
澤
諭
吉
ら
が
仕
組
ん
だ
偽
物
で
し
た
。

諭
吉
は
良
庵
に
遊
郭
通
い
を
や
め
る
こ
と
を
誓
約
さ
せ
、
良

庵
は
改
心
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
諭
吉
は
そ
れ
が
面
白
く
な

く
、
再
び
遊
郭
に
足
を
運
ば
せ
よ
う
と
、
遊
女
の
手
紙
を
偽

造
し
た
の
で
し
た
。
ま
ん
ま
と
誘
い
出
さ
れ
た
良
庵
は
、
罰

と
し
て
丸
坊
主
に
な
る
代
わ
り
に
、
酒
や
鶏
を
差
し
出
し
て

許
さ
れ
、
塾
生
ら
は
運
良
く
酒
食
に
あ
り
つ
け
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

玄
関
部
屋

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
堺
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
堺
筋
線

大江橋駅大江橋駅

淀屋橋駅淀屋橋駅

天満橋駅天満橋駅
京阪本線京阪本線

北新地駅北新地駅
JR東西線JR東西線

大阪天満宮駅大阪天満宮駅南森町駅南森町駅

北浜駅北浜駅

なにわ橋駅
なにわ橋駅

京阪中之島線

京阪中之島線
適塾適塾

-

　
適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、適
塾
記
念
会
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会
員
の
方
々
に
も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う

見
学
会
道
程
の
概
略
を
再
現
し
ま
し
た
。

1

2

41 3
2

5

6

4

教員M▶銘酒「緒方洪庵」は阪大公式グッズになりました! 今年は300mℓも登場! https://www.osaka-u.ac.jp/sp/sake-ogatakoan/top.html

大阪市
中央公会堂
大阪市
中央公会堂

合水堂跡碑合水堂跡碑

　 

大
阪
市
中
央
公
会
堂

3 　
佐
賀
藩（
藩
主
鍋
島
氏
・
35
万
7
千
石
）の
蔵
屋
敷
は
天
満
十
一

丁
目
下
半
町
に
あ
っ
た（
現
在
の
大
阪
高
等
・
地
方
・
簡
易
裁
判
所
）。

堂
島
川
に
面
し
た
浜
は
鍋
島
浜
と
呼
ば
れ
、

川
か
ら
敷
地
内
に
荷
船
が
直
接
乗
り
入
れ

ら
れ
る
船
入
が
存
在
し
、
船
入
橋
碑
が

建
っ
て
い
る
。
発
掘
調
査
で
は
石
垣
や
鍋

島
焼
の
破
片
等
が
出
土
し
て
い
る
。

大
阪
市
北
区
西
天
満
2

　 

佐
賀
藩
蔵
屋
敷
跡
碑

2 　
蜆
川
は
大
江
橋
上
流
で
堂
島
川
か
ら
分
か
れ
、
堂
島
の
西
端

で
再
び
堂
島
川
に
合
流
し
て
い
た
。
蜆
川
に
沿
っ
て
元
禄
元
年

（
1
6
8
8
）に
堂
島
新
地
、
宝
永
5
年（
1
7
0
8
）に
曽
根
崎
新

地
が
開
発
さ
れ
、
蜆
川
は
色
町
の
代
名
詞
で
も
あ
っ
た
。
明
治
42

年（
1
9
0
9
）の
北
の
大
火
で
瓦
礫
の
捨

場
と
な
り
、
大
正
13
年（
1
9
2
4
）に
埋

め
立
て
ら
れ
消
滅
し
た
。
堂
島
川
か
ら
の

分
岐
点
に
は
蜆
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
1

　 

蜆
川
跡
碑

1　
世
界
初
の
全
身
麻
酔
薬「
通
仙
散
」を
開
発
し
た
華
岡
青
洲
の

弟
・
鹿
城
が
文
化
13
年（
1
8
1
6
）、「
山
崎
の
鼻
」と
呼
ば
れ
た

中
之
島
の
東
端
に
開
い
た
漢
方
系
の
医
学
塾
。

『
福
翁
自
伝
』に
は
適
塾
と
ラ
イ
バ
ル
関
係
と

し
て
描
か
れ
る
が
、
橋
本
左
内
や
佐
野
常
民
等
、

適
塾
退
塾
後
に
合
水
堂
で
華
岡
流
外
科
を
学

ん
だ
者
も
少
な
く
な
い
。
2
0
1
5
年
に
は

華
岡
家
・
日
本
医
史
学
会
・
日
本
麻
酔
科
学

会
に
よ
り
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
1

　
明
治
44
年（
1
9
1
1
）、
大
阪
株
式
取
引
所
の
仲
買
人
で「
義

侠
の
相
場
師
」と
呼
ば
れ
た
岩
本
栄
之
助（
1
8
7
7
-1
9
1
6
）

が
百
万
円
を
大
阪
市
に
寄
付
し
、
大
正
7
年

（
1
9
1
8
）に
竣
工
し
た
建
物（
国
の
重
要
文

化
財
）。
設
計
は「
懸
賞
金
付
き
設
計
競
技
」と

し
て
公
募
し
、
岡
田
信
一
郎（
早
稲
田
大
）が
一

等
と
な
っ
た
。
実
施
設
計
は
辰
野
金
吾
と
そ

の
弟
子
・
片
岡
安
が
担
っ
た
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
1

　 

合
水
堂
跡
碑

4

　 

明
治
記
念
標
跡

3 　 

日
本
銀
行
大
阪
支
店

1　
明
治
17
年（
1
8
8
4
）に
西
南
戦
争
の
官
軍
戦
死
者
を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ

た
鋳
鉄
製
標
柱
。
大
阪
砲
兵
工
廠
が
製
作
し
た
。
明
治
35
年
、
市
立
公
会
堂
の
建

設
に
と
も
な
い
、
偕
行
社（
現
・
追
手
門
学
院
）に
移
設
さ

れ
た
が
、
昭
和
18
年（
1
9
4
3
）に
金
属
供
出
の
た
め
撤

去
さ
れ
た
。
南
の
土
佐
堀
川
に
か
か
る
栴
檀
木
橋
の
南
口

の
石
碑
に
は
記
念
標
の
写
真
が
あ
る
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
1

　 

自
由
亭
跡

5　 

小
楠
公
義
戦
之
跡
碑

6 　
唐
津
藩（
唐
津
市
）出
身
で「
日
本
近
代
建
築
の
父
」と
さ
れ
る

辰
野
金
吾（
1
8
5
4
-1
9
1
9
）が
設
計
し
た
明
治
36
年

（
1
9
0
3
）の
建
築
物
。
自
身
が
手
が
け
た
日
銀
本
店

（
1
8
9
6
）同
様
、
ベ
ル
ギ
ー
国
立
銀
行
等
を
モ
デ
ル
と
し
た

ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
。
昭
和
55
〜
57
年（
1
9
8
0
-8
2
）に
改

築
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
可
能
な
限
り
本
館
建
物
を
残
し
て
新

館
を
建
設
し
た
。
壁
面
は
建
築
当
時
は
白
色
系
だ
っ
た
が
、
煤

煙
や
空
襲
を
避
け
る
た
め
の
薄
墨
で
薄
黒
く
な
っ
て
い
る
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
2

　
自
由
亭
は
文
久
3
年（
1
8
6
3
）に
草
野
丈
吉
が
長
崎
に
開

業
し
た
日
本
初
の
西
洋
料
理
店
。
明
治
元
年（
1
8
6
8
）に
大

阪
の
川
口
居
留
地
そ
ば
に
移
転
し
、
大
阪
初
の
西
洋
料
理
店
兼

ホ
テ
ル「
自
由
亭
ホ
テ
ル
」と
な
っ
た
。
同
14
年
に
中
之
島
支
店

を
新
築
開
業
し
た（
現
・
東
洋
陶
磁
美
術
館
付
近
）。長
崎
で
は「
自

遊
亭
」と
称
し
た
が
、
慶
応
元
年（
1
8
6
5
）に
来
店
し
た
佐
野

常
民
が「
自
由
亭
」に
改
め
る
よ
う
勧
め
、
改
称
し
た
と
い
う
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
1

　「
小
楠
公
」と
は
南
朝
の
忠
臣
と
さ
れ
る「
大
楠
公
」楠
木
正
成

の
息
子
・
正
行
の
こ
と
で
、
貞
和
4
年（
1
3
4
8
）の
四
條
畷
の

戦
い
で
高
師
直
に
敗
れ
自
害
し
た
。
そ
の
前
年
の
天
王
寺
・
住

吉
合
戦
で
は
、
幕
府
軍
を
渡
辺
橋
ま
で
追
い
落
と
し
、
五
百
余

人
が
淀
川（
大
川
）に
落
水
し
た
。
正
行
は
溺
れ
た
敵
軍
を
救
い
、

衣
服
や
薬
を
与
え
た
と
い
う（『
太
平
記
』）。
佐
野
常
民
が
明
治

10
年（
1
8
7
7
）の
西
南
戦
争
に
際
し
て
設
立
し
た
博
愛
社
が
、

赤
十
字
社
に
加
盟
す
る
際
、
日
本
の
人
道
主
義
を
表
す
事
例
と

し
て
正
行
の
逸
話
を
紹
介
し
、
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

大
阪
市
中
央
区
北
浜
東
1

秋
季
見
学
会 

〜
中
之
島
・
天
満
橋
〜

「
佐
賀
県
出
身
者
と
中
之
島
・
天
満
橋
―
佐
野
常
民
を
中
心
に
―
」

夏
季
見
学
会

〜
適
塾
と
そ
の
周
辺
を
た
ず
ね
る
〜

3
↓

　 

大
阪
市
中
央
公
会
堂

2　 

合
水
堂
跡
碑

4

4
↓

特
任
研
究
員
X
▼
モ
ナ
・
リ
ザ
な
ど
に
変
身
し
て
き
た
芸
術
家
森
村
泰
昌
さ
ん
が
洪
庵
・
八
重
夫
妻
に
挑
戦
！
阪
大
生
も
7
名
の
適
塾
生
に
扮
し
た
作
品『
適
塾
の
集
い
』が
阪
大
中
之
島
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
！
見
学
自
由
！

明治記念標跡明治記念標跡

3
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